
 
 
 
 
 
 
 

 
 

★
子
ど
も
の
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
て 

～
も
し
も
の
時
に
知
っ
て
お
き
た
い
「
法
律
」
の
こ
と
～ 

 
 

       

10
月
11
日
（
水
）
、
第
６
回
目
の
マ
マ
＆
キ
ッ
ズ
の
様
子

を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

今
回
は
、
新
田 

拓
巳
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し

た
。
責
任
の
話
（
守
っ
て
く
れ
る
の
は
法
律
）
を
中
心
に
、

「
自
分
達
が
体
験
し
た
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
対
処
法
」
、
や

「 

“
い
ざ
”
と
い
う
と
き
の
相
談
先
の
探
し
方
」
に
つ

い
て
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

        

★
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー 

Ｑ
：
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
知
ら
な
い
子
ど
も
を
噛

ん
で
し
ま
っ
た
・
・
・
。
親
の
責
任
っ
て
？ 

基
本
的
に
は
親
の
責
任
に
な
る 

責
任
能
力
は
12
～
13
歳
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
に
注
意
し
て
い
て
も
免
れ
得
な
い
場
合
を
除
き
、
ほ

と
ん
ど
は
、
親
が
き
ち
ん
と
責
任
を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

被
害
に
あ
っ
た
時
に
は 

※
ち
な
み
に
被
害
に
あ
っ
た
時
に
は
、
現
場
の
状
況
の
写

真
を
撮
っ
て
お
く
と
良
い
で
す
。
ま
た
、
相
手
の
子
ど
も

の
名
前
も
分
か
れ
ば
聞
い
て
お
く
と
尚
良
し
で
す
！ 

 

Ｑ
：
車
や
自
転
車
で
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は
？ 

加
害
者
側 

３
つ
の
責
任
が
あ
り
ま
す
。 

「
刑
事
上
」
…
懲
役
、
禁
固
刑
。 

「
民
事
上
」
…
損
害
賠
償
（
弁
償
）。 

「
行
政
上
」
…
自
動
車
免
許
で
責
任
を
取
る
（
減
点
等
）。 

被
害
者
側 

 

必
ず
警
察
に
連
絡
（
人
身
or
物
損
）、
相
手
側
と
の
事

故
当
時
の
会
話
の
録
音
、
相
手
方
の
住
所
・
連
絡
先
・
ナ

ン
バ
ー
を
控
え
る
（
写
真
で
撮
っ
て
も
良
い
）
、
現
場
の

証
拠
写
真
を
撮
っ
て
お
く
、
病
院
な
ど
の
領
収
書
は
保
管

（
事
故
で
破
損
し
た
も
の
は
全
部
請
求
で
き
る
）。 

 

・
外
国
人
で
あ
っ
た
場
合
は
、
在
留
カ
ー
ド
（
イ
ミ
グ
レ

イ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
）
を
写
真
に
撮
る
。 

 

★
い
ざ
と
い
う
と
き
の
相
談
先
「
士
業
（
し
ぎ
ょ
う
）
」 

 

士
業
と
は
、
「
弁
護
士
」、「
社
会
保
険
労
務
士
」
、「
行

政
書
士
」、「
公
認
会
計
士
」、「
司
法
書
士
」、「
税
理
士
」

等
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
法
律
」
に
基
づ
い
て
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。「
法
律
の
困
り
ご
と
」
と
い
う
と
弁
護
士
を

想
像
し
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
が
異
な
る
だ

け
で
、
ど
の
士
業
に
相
談
し
て
も
OK
だ
そ
う
で
す
。 

 

気
に
な
る
お
値
段
は
、
報
酬
の
自
由
化
に
伴
い
、
ま
ち

ま
ち
で
す
が
、
大
体
、
弁
護
士
は
１
時
間
一
万
八
百
円
、

そ
の
他
は
１
時
間
五
千
四
百
円
ほ
ど
だ
そ
う
で
す
。 

 

交
通
事
故
が
起
き
た
場
合
に
は
、
自
己
解
決
す
る
よ
り

も
、
ま
ず
は
弁
護
士
等
の
専
門
家
に
依
頼
し
た
方
が
、
メ

リ
ッ
ト
が
多
い
そ
う
で
す
。
ご
自
身
の
保
険
に
「
弁
護
士

費
用
特
約
」
が
付
い
て
い
る
場
合
に
は
、
是
非
ご
活
用
を
。 

 

何
か
困
っ
た
と
き
に
は
、
法
テ
ラ
ス
と
い
う
弁
護
士
を

紹
介
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
よ
～
。 

 

★
振
り
返
り
シ
ー
ト
か
ら 

・
子
ど
も
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
や
は
り
、
親
の
し
つ
け
・
監

視
（
監
督
）
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

・
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
き
の
対
処
法
に
関
す
る
知
識
が

全
く
無
か
っ
た
の
で
、
本
日
の
学
習
は
と
て
も
勉
強
に
な

っ
た
し
、
何
か
あ
っ
た
時
に
、
少
し
冷
静
に
対
応
で
き
る

気
が
し
ま
す
。 

 

★
編
集
後
記 

 

今
回
は
、
本
当
に
実
に
な
る
お
話
で
し
た
。
学
習

っ
て
大
事
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

柴
田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６号 

Ｈ29.11.10 

講師の新田拓巳さん 

（新田法務事務所 行政書士） 

とても分かりやすく、そして、 

丁寧にお話をしてくださいました。 

とても真剣にお話を聞いている

様子が印象的でした。 

。 


